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巌
谷
小
波
の
『
こ
が
ね
丸
』
（
明
治
二
十
三
年
作
）
は
刊
行
当
初
か
ら
馬
琴

ば
り
の
文
章
と
見
ら
れ
、
今
日
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
『
八
犬
伝
』
を
熟
読
し
た
眼
を
も
っ
て
『
こ
が
ね

丸
』
を
読
む
か
ぎ
り
、
こ
の
説
に
は
首
肯
し
か
ね
る
。
小
波
自
身
は
回
顧
し
て

『
八
犬
伝
』
と
『
狐
の
裁
判
』
と
を
網
い
ま
ぜ
に
し
た
と
述
べ
た
と
い
う
が
、

想
の
構
え
や
筋
の
運
び
は
明
ら
か
に
黄
表
紙
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
語
句
の
綴
り

に
お
い
て
部
分
的
に
11

馬
琴
ば
り
II

が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
小
波
が
能

く
『
八
犬
伝
』
に
倣
い
得
た
の
は
用
字
の
み
で
あ
っ
た
と
、
筆
者
は
見
る
。

『
八
犬
伝
』
の
用
字
に
は
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が

〈

1
〉

顕
著
で
あ
る
。

①
漠
字
を
な
る
べ
く
多
く
用
い
よ
う
と
す
る

②
熟
字
を
な
る
べ
く
多
く
用
い
よ
う
と
す
る

⑱
通
行
の
漠
字
を
な
る
べ
く
避
け
よ
う
と
す
る

④
古
文
献
か
ら
の
借
用

⑮
白
話
類
の
使
用

⑱
文
脈
上
の
要
請
に
よ
る
用
字

⑦
馬
琴
独
自
の
用
字

こ
れ
ら
の
用
字
は
、
原
則
と
し
て
、
漠
字
と
そ
の
傍
訓
（
義
訓
）
「
に
よ
っ
て
有

機
的
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
こ
が
ね
丸
』
に
つ
い
て
も
同
断
で
あ
る
。

『
こ
が
ね
丸
』

以
下
に
『
八
犬
伝
』
の
用
例
を
引
き
な
が
ら
、
馬
琴
ば
り
の
用
字
を
紹
介
す
る
。

‘l'’ ー
漠
字
を
多
く
用
い
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
か
な
で
表
記
さ
れ
る
の
が
通
行
の
、

感
嘆
詞
・
擬
声
語
・
擬
態
語
に
ま
で
漢
字
を
用
い
る
。

な
う

明
（
こ
•
六
回
、
八
・
百
二
十
七
回
）
、
哺
（
こ
•
六
回
、
八
・
一
回
）
、

い
で

曖
（
こ
・
一
回
）
、
曖
（
こ
・
ニ
回
）
、
賂
（
こ
・
六
回
）
、
歴
（
こ
•
六

回
）
、
酌
（
こ
・
九
回
）
、
阿
那
（
こ
•
四
回
）
、
哺
々
（
こ
・
十
一
回
）
、

ア
ナ
ヤ

明
嵯
（
こ
・
十
六
回
）

ハ

タ

ち

ゃ

う

磯
（
こ
・
十
回
、
八
・
ニ
回
）
、
丁
（
こ
・
十
六
回
、
八
・
十
一
回
）
、
撹

ホ
ッ
〈

2
〉

（
こ
・
十
六
回
、
八
・
ニ
回
）
、
喘
（
こ
・
ニ
回
）
、
兵
（
こ
・
八
回
）
、

カ
ラ
’
~
カ
ヤ
／
＼

呵
々
（
こ
・
一
回
、
八
•
五
十
九
回
）
、
呵
々
（
こ
・
九
回
、
八
•
四
回
）
、

ア

ハ

く

ハ

ッ

シ

〈

3
〉

や

！

ヽ

ガ

サ

l
¥

娑
々
（
こ
•
四
回
）
、
登
止
（
こ
・
八
回
）
、
丁
々
（
こ
·
八
回
）
、
峨
嵯
々

々
（
こ
・
十
二
回
）

閃
（
こ
•
六
回
、
八
・
一
回
）
、
偕
（
こ
・
七
回
、
八
・
一
回
）
、
壼
々

（
こ
・
六
回
、
八
・
十
八
回
）
、
莞
爾
（
こ
・
七
回
、
八
・
ニ
十
一
回
）
、

釦
パ
（
こ
・
十
二
回
、
八
・
一
回
）
、
釦
記
（
こ
・
六
回
）
、
釦
パ
（
こ
・

ス

ル

七
回
）
、
渭
然
（
こ
・
九
回
）
、
寸
留
々
々
）
こ
・
十
回
）
、
寸
断
々
々
（
こ

・
十
二
回
）

『
八
犬
伝
』
に
お
け
る
感
嘆
詞
・
擬
声
語
・
擬
態
語
の
漠
字
表
記
は
、
あ
る

に
見
る
馬
琴
ば
り
の
用
字

小

林

祥

浩
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、,＼

通
行
で
は
単
字
で
表
記
さ
れ
る
語
に
熟
字
を
当
て
て
用
い
よ
う
と
す
る
。
同

義
あ
る
い
は
類
義
の
複
合
語
、
下
位
の
字
が
接
尾
辞
も
し
く
は
接
尾
辞
的
で
あ

る
複
合
語
の
二
類
が
認
め
ら
れ
る
。

•
一
回
、
八
•
五
回
）
、
嬰
兒
（
こ
・
三
回
、
八
・
九
十
一
回
）
、

は
か
り
ご
と

①
計
策
（
こ

さ

と

る

ね

ん

ご

ろ

暁
得
（
こ
・
三
回
、
八
•
五
十
五
回
）
、
懇
切
（
こ
・
一
二
回
、
八
・
十
九

い

ら

つ

は

だ

ヘ

回
）
、
焦
燥
（
こ
•
四
回
、
八
•
五
回
）
、
肌
膚
（
こ
•
四
回
、
八
・
八
回
）
、

あ

や

ま

ち

は

か

り

ご

と

や

ま

過
失
（
こ
・
六
回
、
八
•
四
回
）
、
計
暑
（
こ
・
八
回
、
八
•
四
回
）
、
疾

・
八
回
、
八
・
十
一
回
）
、
喜
悦
（
こ
・
八
回
、
八
・
七
十
五
回
）
、

ひ病
（
こ

こ
・
十
二
回
、
八
・
十
二
回
）
、
言
語
（
十
三
回
、
八
•
六
十

な
が
め

眺

望

（

こ

・

ま
も
り

二
回
）
、
翼
賓
（
こ
・
十
三
回
、
八
・
回
外
）
、
守
護
（
こ
・
十
四
回
、
八

•
四
十
四
回
）
、
廊
鴨
～
こ
・
十
六
回
、
八
・
ニ
回
）
、
咀
蔚
（
こ
・
十
六

回
、
八
・
百
三
十
五
回
）
、
欣
喜
（
こ
•
一
回
）
、
自
己
（
こ
・
三
回
）
、

力
鐵
（
こ
・
三
回
）
、
疇
昔
（
こ
・
一
二
回
）
、
間
隙
（
こ
•
四
回
）
、
伴
侶

（
こ
•
五
回
）
、
動
揺
（
こ
•
六
回
）
、
僅
少
（
こ
・
六
回
）
、
救
助
（
こ

・
七
回
）
、
猜
疑
（
こ
・
八
回
）
、
時
期
（
こ
・
八
回
）
、
快
業
（
こ
・
九

ま
こ
と

回
）
、
願
望
（
こ
・
九
回
）
、
蹄
来
（
こ
・
十
回
）
、
事
賓
（
こ
・
十
回
）
、

こ
4
ろ

こ

と

わ

り

よ

こ

し

ま

心
魂
（
こ
・
十
二
回
）
、
道
理
（
こ
・
十
三
回
）
、
邪
悪
（
こ
・
十
三
回
）
、

お

の

れ

け

は

し

自
身
（
こ
・
十
四
回
）
、
瞼
岨
（
こ
・
十
四
回
）

あ

る

じ

を

に

び

②
主
人
（
こ
・
ニ
回
、
八
．
―
―
-
+
―
回
）
、
燐
火
（
こ
•
四
回
、
八
・
八
回
）
、

•
六
回
、
八
・
八
十
一
二
回
）
、
頃
日
（
こ
・
九
回
、
八
・
十
七

う
ご
め
く

素
動
（
こ

い
は
馬
琴
愛
読
の

れ
な
い
。

『
源
平
盛
衰
記
』
『
太
平
記
』
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
も
し

回
）
、
監
庁
（
こ
・
ニ
回
）
、
芦
犀
（
こ
・
三
回
）
、
阻
配
（
こ
・
六
回
）
、

し

ば

ら

く

こ

4
ろ

古
代
（
こ
・
八
回
）
、
蹄
着
（
こ
・
九
回
）
、
暫
時
（
こ
・
十
回
）
、
念
頭

こ
・
十
四
回
）
、
睾

お
の
／
＼

（
こ
・
十
二
回
）
、
確
乎
（
こ
・
十
三
回
）
、
各
自
（

如
（
こ
・
十
六
回
）

『
八
犬
伝
』
に
は
こ
の
ほ
か
、
反
義
の
複
合
語
と
上
位
の
字
が
接
頭
辞
で
あ

る
複
合
語
が
見
ら
れ
る
。

長
短
（
八
・
八
十
八
回
）
、
相
諏
（
八
・
ニ
回
）
、
斯
話
（
八
・
百
六
回
）

``l
 

3
 

、,¥

傍
訓
の
こ
と
ば
（
国
語
）
に
該
当
す
る
通
行
の
漠
字
を
避
け
た
上
で

①
傍
訓
と
語
義
の
一
致
す
る
本
来
の
漠
語

②
漠
語
法
に
罪
る
熟
字

③
和
製
の
複
合
語
、
和
風
の
訓
を
施
し
た
漠
語

を
用
い
る
。
勢
い
、
詰
屈
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

①
異
（
こ
•
五
回
、
八
•
五
十
七
回
）
、
咬
（
こ
・
十
六
回
、
八
•
五
十
二

回
）
、
町
（
こ
・
十
一
回
、
八
・
八
鱈
匹
‘
厨
（
こ
・
ニ
回
）
、
た
釦
、
（
こ

・
ニ
回
）
、
注
（
こ
・
八
回
）
、
祭
（
こ
・
十
一
回
）
、
棲
（
こ
・
十
二
回
）
、

蕊
る
（
こ
・
十
四
回
）
、
瞬
ふ
（
こ
・
十
六
回
）
、
ふ
犀
る
（
こ
・
十
六
回
）
、
犀
心
p

ふ
る
ま
ひ

（
こ
・
一
回
、
八
・
百
四
十
一
回
）
、
畢
動
（
こ
・
一
回
、
八
•
六
十
四

あ

け

く

れ

ま

の

あ

た

り

回
）
、
旦
暮
（
こ
・
ニ
回
、
八
・
八
回
）
、
目
前
（
こ
・
ニ
回
、
八
•
四
十

お
ほ
か
た

九
回
）
、
蜀
手
（
こ
・
三
回
、
八
・
一
回
）
、
大
概
（
こ
・
三
回
、
八
•
一

ふ

る

で

ら

よ

し

回
）
、
古
刹
（
こ
•
四
回
、
八
•
四
十
一
回
）
、
由
緒
（
こ
・
八
回
、
八
・

二
十
九
回
）
、
差
別
（
こ
・
九
回
、
八
・
一
回
）
、
冷
笑
（
こ
・
十
回
、
八

・
ニ
回
）
、
赤
心
（
こ
・
十
二
回
、
八
・
ニ
十
回
）
、
白
萱
（
こ
・
十
二
回
、

-71-



八
・
ニ
十
七
回
）
、
月
光
（
こ
・
十
五
回
、
八
・
九
十
回
）
、
東
道
（
こ
・

一
回
）
、
組

Ai
（
こ
・
一
回
）
、
即
麟
（
こ
・
ニ
回
）
、
血
如
（
こ
・
ニ
回
）
、

覧
（
こ
・
ニ
回
）
、
鴫
勾
（
こ
・
ニ
回
）
、
員
（
こ
・
ニ
回
）
、
累

（
こ
・
ニ
回
）
、
瞬
諏
（
こ
・
ニ
回
）
、
出
鱚
（
こ
・
一
二
回
）
、
島
釘
（
こ

合
回
）
、
角
闘
（
こ
・
三
回
）
、
檸
悪
（
こ
・
三
回
）
、
骨
格
（
こ
・
―
―
―

回
）
、
尋
常
（
こ
•
四
回
）
、
咽
喉
（
こ
•
四
回
）
、
稜
威
（
こ
•
四
回
）
、

麟
外
（
こ
•
五
回
）
、
町
叩
（
こ
•
五
回
）
、
事
起
（
こ
•
五
回
）
、
扉
麟
七

（
こ
•
五
回
）
、
翌
日
（
こ
・
八
回
）
、
村
童
（
こ
・
八
回
）
、
容
易
（
こ

・
八
回
）
、
釈
唱
（
こ
・
八
回
）
、
如
砥
し
（
こ
・
八
回
）
、
年
の
如
り
（
こ
・

十
回
）
、
虚
誕
（
こ
・
十
一
回
）
、
下
物
（
こ
・
十
一
回
）
、
思
量
（
こ
・

ほ

め

そ

や

す

い

た

づ

ら

し

わ

ざ

十
一
回
）
、
揺
賛
（
こ
・
十
二
回
）
、
悪
戯
（
こ
・
十
三
回
）
、
所
業
（
こ

も

と

い

つ

は

り

ひ

れ

ふ

す

.
+
―
二
回
）
、
以
前
（
こ
・
十
四
回
）
、
虚
談
（
こ
・
十
五
回
）
、
俯
伏
（
こ

ほ
め
た
4
ふ

・
十
六
回
）
、
稲
賛
（
こ
・
十
六
回
）

畠
響
し
（
こ
・
一
回
、
八
•
四
十
二
回
忍
鵬
麟
（
こ
・
一
回
）
、
頭
町
（
こ

•
一
二
回
）
、
原
野
（
こ
•
四
回
）
、
切
歯
（
こ
・
八
回
）

こ
•
五
回
）
、
声
距

ほ
め
こ
と
ば

③
即
鰤
（
こ
・
一
二
回
）
、
叩
厨
（
こ
•
五
回
）
、
賛
詞
(

も

の

ず

き

け

ふ

た

し

そ

ょ

ふ

く

（
こ
・
八
回
）
、
酔
狂
（
こ
・
十
一
回
）
、
氣
疎
（
こ
・
十
二
回
）
、
微
吹

み
や
し
る

（
こ
・
十
二
回
）
、
誹
祠
（
こ
・
十
三
回
）

右
―
―
一
種
の
う
ち
、
①
は
勉
め
て
正
字
（
本
来
の
漠
語
）
を
用
い
よ
う
と
す
る

意
識
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
早
く
は
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』
に
看
取
す

る
こ
と
が
で
含
る
。
②
の
「
原
野
」
は
「
の
は
ら
」
の
漢
語
、
「
復
離
」
「
切

歯
」
は
動
賓
構
造
（
八
動
詞
1
1
賓
語
＞
型
）
に
よ
る
複
合
語
、
「
稲
心
」
は
動

補
構
造
（
八
動
詞
1
1
補
語
＞
型
）
に
よ
る
複
合
語
で
あ
っ
て
、
と
も
に
国
語
と

は
語
序
を
異
に
す
る
。
③
の
「
殊
勝
」
「
酔
狂
」
は
漠
語
で
は
あ
る
が
、
本
来

「
け
な
げ
」
「
も
の
ず
き
」
の
語
義
は
有
し
な
い
。
ま
た
「
棲
（
棲
）
居
」
「
賛

詞
」
「
氣
疎
」
「
微
吹
」
「
誹
祠
」
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
創
ら
れ
た
複
合
語
で

〈

7
〉

あ
ろ
う
。

わ
き側

（
こ
・
十
一
回
、
八
・
百
二

④
 

馬
琴
は
雅
語
お
よ
び
出
典
の
歴
と
し
た
漠
字
を
用
い
る
た
め
に
、
『
和
名
抄
』

『
下
学
集
』
『
節
用
集
』
な
ど
の
古
辞
書
や
『
日
本
書
紀
』
『
万
葉
集
』
『
源
乎

〈

8
〉

盛
衰
記
』
『
太
平
記
』
と
い
っ
た
先
行
作
品
か
ら
、
し
ば
し
ば
語
彙
を
借
り
た
。

小
波
の
ば
あ
い
も
、
『
こ
が
ね
丸
』
執
筆
以
前
に
『
源
平
盛
衰
記
』
『
太
平
記
』

〈

9
〉

『
節
用
集
』
を
読
ん
で
い
た
事
が
日
記
に
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
次
に
掲
げ
る

諸
字
は
、
二
、
三
を
除
ぎ
、
小
波
が
『
八
犬
伝
』
℃
。
倣
っ
た
も
の
か
、
古
文
献

か
ら
借
り
た
も
の
か
の
、
い
ず
れ
と
も
決
め
か
ね
る
。

ま

ゐ

ら

す

た

し

な

む

進
（
こ
・
一
回
、
八
・
ニ
十
二
回
）
、
窟
（
こ
・
七
回
、
八
・
ニ
十
五
回
）
、

も
だ
す

・
十
回
、
八
・
百
四
十
三
回
）
、
こ
・
三
回
）
、
挫
（
こ
•
五

む
く
ろ

艦

（

こ

獣

(

う

な

づ

く

さ

4
や
く

回
）
、
黙
頭
（
こ
・
一
回
、
八
・
一
回
）
、
耳
語
（
こ
・
一
回
、
八
・
ニ
十

よ

の

つ

ね

い

き

ま

き

一
回
）
、
尋
常
（
こ
・
一
回
、
八
•
五
回
）
、
敦
階
（
こ
・
一
二
回
、
八
・
一

こ
•
四
回
、
八
・
七
回
）
、
求
食
（
こ
・
十
一
回
、
八
•
五

さ
す
が

回
）
、
有
繋
(

・
十
五
回
、
八
•
六
回
）
、
白
物
（
こ
・
十
六
回
、
八
・

さ
も
に
た
り

回
）
、
髪
麗
（
こ

三
回
）
、
早
晩
（
こ
・
七
回
）
、
方
便
（
こ
・
八
回
）
、
白
地
（
こ
・
十
回
）
、

あ
り
の
ま
4

白
地
（
こ
・
十
一
回
）

1
1
節
用
集

こ
•
五
回
、
八
・
八
十
一
回
）
、
路
上
（
こ
・
十
一
回
、
八
・
百
二

い
た
＜

太
（

十
八
回
）

1
1
万
葉
集

忠
（
こ
・
十
回
、
八
・
百
三
十
四
回
）
、

回）
1
1
日
本
書
紀
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覇
（
こ
・
九
回
、
八
•
三
十
五
回
）
、
未
明
（
こ
・
八
回
、
八
・
五
回
）
、

ぉ

め

I
¥

阿
容
々
々
（
こ
・
ニ
回
、
八
・
一
回
）
1
1
源
平
盛
衰
記

が

ば
岸
破
（
こ
・
十
六
回
、
八
•
五
回
）11
太
平
記

・
十
四
回
、
＼
・
五
回
）
、
強
面
（
こ
・
七
回
、
八
・
十
二
回
）
11

み
そ
な
は
す

貴

（

こ

ー

〈

11〉

源
平
盛
衰
記
、
太
平
記

さ
ら
に
、
借
用
の
類
型
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、

進
／
側
／
獣
／
忠
／
尋
常
／
有
繋
／
勢
混
／
路
上
／
未
明

は
訓
の
借
用
、

箸
／
艇
／
挫
／
太
／
謡
／
糊
／
貼
頭
／
耳
語
／
白
物
／
早
晩
／
方
便
／
白

地
／
岸
破
／
強
面
／
阿
容
々
々

は
字
の
借
用
で
あ
ろ
う
。

‘,‘、5
 

、.'``『
八
犬
伝
』
に
お
い
て
、
馬
琴
は
『
西
遊
記
』
『
三
国
志
演
義
』
『
水
滸
伝
』

『
金
瓶
梅
』
な
ど
の
小
説
か
ら
数
百
個
の
白
話
を
借
り
て
用
い
た
。
そ
れ
は

『
八
犬
伝
』
上
で
『
絵
本
西
遊
記
』
（
簡
本
系
『
西
遊
記
』
の
梗
概
訳
）
の
執

筆
者
と
の
白
話
く
ら
べ
を
演
じ
て
、
お
の
れ
の

II

白
話
通
“
を
世
に
誇
示
せ
ん

〈

12〉

が
た
め
で
あ
っ
た
。
小
波
の
ば
あ
い
、
『
こ
が
ね
丸
』
を
執
筆
す
る
ま
で
に
、

す
で
に
『
剪
灯
新
話
』
『
西
遊
記
』
『
水
滸
伝
』
を
読
み
、
漠
学
者
の
森
鬼
南
か

〈堺

ら
『
西
廂
記
』
『
紅
楼
夢
』
の
講
義
を
受
け
て
い
た
事
が
日
記
に
見
え
る
。
し

た
が
っ
て
次
に
掲
げ
る
白
話
は
、
二
、
一
手
を
除
い
て
、
小
波
が
『
八
犬
伝
』
に

〈

14〉

倣
っ
た
か
、
小
説
類
か
ら
借
り
た
か
、
い
ず
れ
と
も
決
し
か
ね
る
。

す
ゐ
す

①
他
（
こ
・
一
回
、
八
・
七
十
四
回
）
、
猜
（
こ
•
五
回
、
八
・
三
回
）
、
怨

か
4
る

（
こ
・
六
回
、
八
・
七
十
四
回
）
、
慈
（
こ
・
十
二
回
、
八
・
七
十
四
回
）
、

・
一
回
、
八
•
四
十
五
回
）
、
什
蕨
（
こ
・
一
回
、
八
・
三
回
）
、

い

か
窓
蕨
（
ここ

・
一
回
、
八
•
四
回
）
、
雲
時
（
こ
・
三
回
、
八
・
一
回
）
、
本

ま
っ
し
ぐ
ら

驀
地
）

こ
•
五
回
、
八
・
ニ
十
七
回
）
、
撲
地
（
こ
・
六
回
、
八
・
ニ
回
、

た
み事

（

・
十
回
、
八
・
ニ
回
）
、
鬱
攣
（
こ
・
十
二
回
、
八
・
ニ
十
一

こ
4
に
ま
社

不
題
（
こ

回
）
、
俊
燈
（
こ
・
十
二
回
、
八
・
ニ
回
）
、
一
伍
一
什
（
こ
・
三
回
、
八

・
ニ
十
三
回
）
、
国
餌
（
こ
・
一
扇
‘
ぐ
覧
（
こ
•
一
｛
轡
、
醤
（
こ
・

〈

18
〉

〈

19〉

＼
回
）
、

〈

17〉

二
回
）
、
か
釦
図
（
こ
・
六
回
）
、
瞬
藍
（
こ
・
七
回
）
、
事
口
し
（
こ
・
ノ

や

ま

い

ぬ

は

な

れ

い

ぬ

無
紳
狗
（
こ
•
四
回
）
、
失
主
狗
（
こ
•
五
回
）

わ

が

と

も

が

ら

け

も

の

ら

②
吾
佃
（
こ
•
四
回
、
八
．
―
―
―
十
回
）
、
獣
側
（
こ
・
十
回
）
、
村
童
門
（
こ

・
十
四
回
）

し
は
ぶ
き
ひ
と
つ
し
て

③
咳
一
咳
（
こ
・
十
三
回
）

三
類
の
う
ち
、
①
は
詞
（
単
語
）
。
②
は
詞
に
複
数
を
表
わ
す
接
尾
辞
「
何
」

が
接
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
白
話
に
「
吾
何
」
は
存
在
し
な
い
。
「
我
何
」
で

〈

20〉

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
の
「
咳
一
咳
」
は
動
詞
の
重
畳
型
（
重
ね
型
）
で
あ

り
、
こ
の
形
式
は
「
一
」
の
前
後
に
単
音
節
の
同
一
の
動
詞
を
置
き

(
A
V
I
I

-
I
I
v
>型
）
、
「
ち
よ
っ
と
ー
す
る
」
と
い
う
味
意
を
表
わ
す
。
『
八
犬
伝
』

に
は
「
攣
謬
」
（
八
・
ニ
十
八
回
）
を
初
め
十
六
個
の
用
例
が
恥
想

⑱
 

よ
み
ほ
ん

読
本
『
八
犬
伝
』
は
、
漠
文
体
・
戦
記
文
体
・
雅
文
体
・
浄
瑠
璃
文
体
と
、

場
面
に
応
じ
て
文
体
が
変
わ
る
。
な
か
ん
ず
く
情
緒
的
な
場
面
に
採
用
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
雅
文
体
・
浄
瑠
璃
文
体
に
お
い
て
は
、
読
む
た
め
の
調
子
を
重
視

す
る
あ
ま
り
、
諸
々
の
技
巧
（
音
位
律
、
音
数
律
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
語
意
の

表
出
が
稀
薄
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
馬
琴
は
そ
の
欠
を
、
漢
字
と
傍
訓
と
か
ら
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成
る
、
こ
と
ば
の
立
体
化
を
も
っ
て
埋
め
よ
う
と
し
た
。

あ
ら
は
る

①
確
（
こ
・
十
六
回
）
、
四
邊
（
こ
•
四
回
、
八
・
六
十
回
）
、
壷
覺
（
こ
・

十
四
回
、
八
•
五
回
）
、
状
態
（
こ
・
ニ
回
）
、
容
鉢
（
こ
・
ニ
回
）
、
魂

ま

た

ま

み

う

ち

〈

22〉
も

の

塊
（
こ
•
四
回
）
、
弾
丸
（
こ
•
四
回
）
、
身
鉢
（
こ
•
四
回
）
、
禽
獣
（
こ

あ

や

ま

ち

み

う

ち

か

た

は

ら

•
五
回
）
、
怪
我
（
こ
・
六
回
）
、
同
種
（
こ
・
六
回
）
、
身
邊
（
こ
・
七

お

お

ぼ

え

ひ

る

そ

な

へ

回
）
、
寵
愛
（
こ
・
十
回
）
、
白
畳
（
こ
・
十
回
）
、
守
備
（
こ
・
十
三
回
）
、

・
十
四
回
）
、
親
交
（
こ
・
十
五
回
）

わ
す
れ
が
た
み

遺
兒
（
こ

こ
•
四
回
、
八
・
十
一
回
）
、
退
（
こ
・
十
二
回
、
八
•
五
十
二
回
）
、

あ
だ
し

②
他
（

み

ま

か

る

お

は

す

ま

が

ふ

な

り

は

ひ

没
（
こ
・
三
回
）
、
在
（
こ
・
十
一
回
）
、
違
（
こ
・
十
五
回
）
、
生
業
（
こ

•
五
回
、
八
•
五
十
九
回
）
、
疾
病
（
こ
・
七
回
、
八
・
百
四
十
八
回
）
、

く

す

し

め

て

馨
師
（
こ
・
八
回
、
八
・
十
一
二
回
）
、
右
手
（
こ
・
八
回
、
八
・
ニ
十
四

な
が
ら
ふ

回
）
、
左
手
（
こ
・
八
回
、
八
・
十
三
回
）
、
存
命
（
こ
・
九
回
、
八
・
七

う

ま

い

う

け

が

ふ

か

回
）
、
熟
睡
（
こ
・
十
六
回
、
八
・
ニ
十
五
回
）
、
承
引
（
こ
・
一
回
）
、
食

物
（
こ
・
一
回
）
、
空
腹
（
こ
・
一
回
）
、
臨
終
（
こ
・
ニ
回
）
、
死
骸
（
こ

は
ぐ
4
む

ま

め

や

か

み

す

ー

‘

・
ニ
回
）
、
養
育
（
こ
・
ニ
回
）
、
忠
賓
（
こ
・
ニ
回
）
、
見
在
（
こ
・
ニ

あ
ま
た
4
び

こ

4
ろ

ば

せ

ほ

し

り

く

ら

回
）
、
敷
度
（
こ
・
三
回
）
、
性
質
（
こ
・
三
回
）
、
競
走
（
こ
・
三
回
）
、

ひ

だ

っ

ひ

だ

る

し

こ

4
る

．

つ

か

ひ

ゆ

く

り

な

し

生
立
（
こ
・
三
回
）
、
杜
餓
（
こ
•
四
回
）
、
心
配
（
こ
•
五
回
）
、
不
意

か

へ

る

さ

ふ

か

で

や

ま

い

ぬ

（
こ
•
五
回
）
、
蹄
途
（
こ
・
六
回
）
、
深
傷
（
こ
・
六
回
）
、
狂
犬
（
こ

み

る

か

ら

お

ふ

せ

•
六
回
）
、
性
質
（
こ
・
八
回
）
、
一
目
（
こ
・
八
回
）
、
（
御
命
（
こ
・
十

・
十
五
回
）
、
行
方
（
こ
・

そ

ば

め

と

ほ

つ

お

や

一
回
）
、
侍
妾
（
こ
・
十
一
回
）
、
先
祖
（
こ

十
五
回
）

う

え

く

び

③
餞
渇
（
こ
•
四
回
、
八
・
三
十
五
回
）
、
首
級
（
こ
・
十
六
回
、
八
・
ニ

ひ
と
つ
〈

23〉

‘

△

△

 

う

ら

み

け

も

の

十
七
回
）
、
意
恨
（
こ
・
一
回
）
、
獣
類
（
こ
・
一
回
）
、
一
件
（
こ
・
―
―
―

△

△

△

 

り

こ

4

る

（
 

つ

い

じ

か

へ

回
）
、
縛
堵
（
こ
•
四
回
）
、
蹄
途
こ
・
六
回
）
、
厚
意
（
こ
・
七
回
）
、

△

△

 

い

ほ

り

た

よ

り

は

な

し

む

く

ひ

草
庵
（
こ
・
八
回
）
、
便
宜
（
こ
・
八
回
）
、
會
話
（
こ
・
九
回
）
、
報
恩

△

△

△

△

 

こ
4
ろ
ざ
し

．

．

 

ゆ

ふ

べ

さ

き

（
こ
・
九
回
）
、
厚
意
（
こ
・
十
四
回
）
、
昨
夕
（
こ
・
十
四
回
）
、
先
刻

△

△

△

 

（
こ
・
十
六
回
）

こ
•
五
回
、
八
・
十
五
回
）
、
雄
（
こ
・
ニ
回
）
、
雌
（
こ
・
ニ
回
）
、

も
の

④
有
（

こ
・
ニ
回
）
、
案
（
こ
•
四
回
）
、
鉢
（
こ
・
八
回
）
、
繋
（
こ
・
十

は
ら合

（
月

ふ

さ

が

る

と

い

き

三
回
）
、
閉
（
こ
・
十
六
回
）
、
太
息
（
こ
•
五
回
、
八
•
四
十
八
回
）
、

ふ

う

ふ

た

め

ら

ふ

て

が

ら

も

の

お

も

ひ

雌
雄
（
こ
・
ニ
回
）
、
浚
巡
（
こ
・
六
回
）
、
功
勢
（
こ
・
七
回
）
、
鬱
陶

う

は

さ

て

が

，

ら

よ

こ

ど

り

（
こ
・
七
回
）
、
風
聞
（
こ
・
十
回
）
、
功
名
（
こ
・
十
回
）
、
横
奪
（
こ

そ
と
で

・
十
回
）
、
他
出
（
こ
・
十
五
回
）

右
の
四
種
類
が
立
体
化
の
実
態
で
あ
る
。
①
は
国
語
（
傍
訓
）
の
意
味
を
漠

字
に
よ
っ
て
限
定
す
る
も
の
。
「
瞬
攣
」
と
「
白

m」
、
「
齊
知
」
と
「
庫
虹
」
、

「
身
躯
」
と
「
同
種
」
を
そ
れ
ぞ
れ
対
照
し
て
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
②

は
雅
語
や
俗
語
な
ど
の
難
解
と
想
わ
れ
る
国
語
（
傍
訓
）
を
漠
字
に
よ
っ
て
註

解
し
た
も
の
。
「
あ
だ
し
」
と
は
「
他
」
の
意
味
で
あ
り
、
「
み
す
み
す
」
と
は

「
見
え
て
在
る
」
↓
「
目
の
ま
え
に
あ
る
（
そ
れ
な
の
に
）
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
。
③
は
国
語
（
傍
訓
）
の
意
味
を
補
充
・
拡
大
す
る
た

め
に
漢
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
左
傍
に
△
印
を
施
し
た
字
が
、
語
意
の
補
充

・
拡
大
を
す
る
役
を
果
た
し
て
い
る
。
「
首
級
」
は
仇
を
討
っ
た
「
級
（
し
る

し
）
」
に
す
る
べ
き
首
を
表
わ
し
、
「
碑
堵
」
は
「
碍
（
れ
ん
が
）
」
の
屋
根
を

置
い
た
「
埴
（
つ
い
じ
）
」
を
表
わ
す
。
④
は
国
語
（
傍
訓
）
と
漢
語
と
の
間

に
相
互
補
意
的
な
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

有
（
も
ち
•
も
の
）
、
胎
（
み
ご
も
っ
た
・
は
ら
）
、
業
（
擬
人
化
さ
れ
た
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鳥
獣
の
す
む
•
こ
や
1
1
巣
）
、
肱
（
か
ら
だ
の
・
う
ち
）
、
繋
（
つ
な
ぎ
・

つ
け
る
）
、
閉
（
扉
が
と
じ
る
よ
う
に
・
ふ
さ
が
る
）
、
太
息
（
ふ
と
い
・

と
い
き
11
た
め
い
ぎ
）
、
雌
雄
（
擬
人
化
さ
れ
た
動
物
の
・
ふ
う
ふ
）
、
浚

l

巡
（
し
り
ご
み
し
つ
つ
・
た
め
ら
う
）
、
功
榮
（
尽
力
し
た
こ
と
に
よ
る

・
て
が
ら
）
、
鬱
陶
（
か
な
し
い
•
も
の
お
も
い
）
、
風
聞
（
風
の
た
よ
り

に
聞
く
・
う
わ
さ
）
、
功
名
（
て
が
ら
に
よ
る
・
ほ
ま
れ
）
、
横
奪
（
む
り

や
り
・
よ
こ
ど
り
す
る
）
、
他
出
（
そ
と
で
11
外
出
し
・
よ
そ
へ
ゆ
く
）

と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

｀
ー
、7
 

(
 

馬
琴
独
自
の
用
字
と
し
て
、
次
の
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。

つ
く

嗜
（
こ
・
ニ
回
、
八
•
四
回
）
、
吻
（
こ
・
ニ
回
、
八
•
五
回
）
、
網
（
こ

い
た
は
る

•
四
回
、
八
・
ニ
十
七
回
）
、
動
（
こ
・
六
回
、
八
・
十
三
回
）
、
鮮
血

も
の
わ
ら
ひ

（
こ
・
八
・
一
回
）
、
胡
慮
（
こ
・
三
回
、
八
・
十
一
回
）
、
断
離
（
こ
・

六
回
、
八
•
四
回
）
、
雀
躍
（
こ
・
八
回
、
八
•
六
十
三
回
）
、
卿
言
（
こ

か
る
卜
＼
し

・
九
回
、
八
・
九
十
五
回
）
、
桃
々
（
こ
・
十
回
、
八
•
五
回
）
、
悶
振

ど
ょ
め
く

（
こ
・
十
一
回
、
八
・
六
回
）
、
動
揺
（
こ
・
十
二
回
、
八
・
七
十
回
）
、

〈

24〉

憂
苦
（
こ
・
十
三
回
、
八
・
十
一
回
）
、
果
敢
々
々
（
こ
・
ニ
回
、
八
・

四
十
一
回
）

し
ゃ
つ

這
奴
（
こ
・
七
回
、
八
・
ニ
回
）

な
お
「
這
奴
」
は
白
話
「
這
斯
」
の
「
斯
」
を
「
奴
」
に
換
え
た
も
の
で
、

筆
者
は
こ
れ
を
変
態
白
話
と
名
づ
け
て
い
る
。
変
態
白
話
は
白
話
を
変
形
し
て

成
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
記
憶
の
曖
昧
あ
る
い
は
書
陣
の
誤
刻
と
い
っ
た
偶
然

的
な
産
物
で
は
な
く
、
作
者
の
意
図
（
避
板
・
街
学
等
）
に
出
た
必
然
の
創
作

〈

25〉

で
あ
る
。
『
八
犬
伝
』
に
お
い
て
馬
琴
は
数
十
個
の
白
話
を
創
っ
て
用
い
た
。

さ
て
小
波
は
『
こ
が
ね
丸
』
に
お
い
て
、
上
述
の
よ
う
な

11

馬
琴
ば
り
11

の

用
字
を
見
せ
、
自
身
も
独
自
の
も
の
を
創
り
出
し
た
。

層
（
こ
・
ニ
回
）
、
株
（
こ
・
十
二
回
）
、
計
（
こ
・
十
四
回
）
、
悶
（
こ

・
十
六
回
）
、
棄
宿
（
こ
・
一
回
）
、
悶
踏
（
こ
・
ニ
回
）
、
詮
術
（
こ
・

•
六
回
）
、
体
態
（
こ
・
七
回
）
、
豆
滓
（
こ
・
八
回
）
、

と
あ
る
〈

26〉

二
回
）
、
只
在
（
こ

・
十
回
）
、
祉
會
（
こ
・
十
一
回
）
、
咬

な

り

ゆ

く

わ

ぢ

け

し

落
着
（
こ
・
八
回
）
、
姦
接
（
こ

い
ぬ
こ
ろ
し

切
（
こ
・
十
四
回
）
、
（
こ
•
四
回
）
、
無
頼
猫
（
こ
・
七
回
）

ば
る

撲
犬
師

こ
れ
は
馬
琴
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
漠
学
の
素
養
と
繊
細
な
用
字
意
識

の
賜
も
の
と
い
え
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
に
掲
げ
る
十
二
個
の
用
字
は
い

ず
れ
も
誤
用
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
（
こ
・
一
回
）
、
鵬
（
こ
・
八
回
）
、
翌
[
(
こ
・
ニ
回
）
、
翫
髯
（
こ

•
四
回
）
、
齢
（
こ
•
四
回
）
、
翫
（
こ
・
六
回
）
、
芦
弩
（
こ
・
七

回
）
、
町
藍
（
こ
・
十
回
）
、
麟
瞬
（
こ
・
十
六
回
）

は

漠

字

の

誤

り

で

、

正

し

く

は

．

邸
、
牙
、
存
命
、
無
躾
、
土
龍
、
朕
賜
、
立
地
、
筑
貼
、
刹
眺

で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
呻
吟
」
（
こ
・
六
回
）
も
、
文
脈
か
ら
い
え
ば
「
漂
泊
」

（
こ
•
五
回
）
の
方
が
よ
か
ろ
う
。
「
狸
」
（
こ
・
九
回
）
は
「
押
」
で
あ
ろ
う

し
、
「
蔓
羅
」
（
つ
る
と
な
っ
た
っ
た
、
こ
•
四
回
）
を
「
っ
た
か
づ
ら
」
と
訓

む
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
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A
注
＞

八
1
>
『
八
犬
伝
』
の
用
字
法
に
つ
い
て
は
、
早
く
麻
生
磯
次
博
士
の
研
究
が
あ
る

（
江
戸
文
学
と
中
国
文
学
、
三
六
九
ー
＿
―
-
八
六
頁
）
が
、
筆
者
は
こ
れ
に
拘
束
さ

れ
な
い
。

八
2
>
別
訓
「
喘
」
（
こ
・
十
三
回
）

八
3
>
別
訓
「
稜
止
」
（
こ
・
十
六
）

の

ど

八
4
>
別
訓
「
咽
喉
」
（
こ
・
十
二
回
）

八
5
>
「
層
」
（
八
十
回
）

あ
だ
う
ち

八
6
>

「
復
謡
」
（
八
•
四
十
二
回
）

け

ぶ

た

し

け

う

と

し

八
7
>
「
氣
疎
」
は
「
氣
疎
」
の
転
用
で
あ
ろ
う
。

八
8
>
詳
し
く
は
拙
稿
『
八
犬
伝
の
用
字
』
（
視
座
、

1
ー
3
号）

八
9
>
太
平
記
（
戊
子
日
録
、
己
丑
日
録
、
庚
寅
日
録
）
、
盛
衰
記
（
己
丑
日
録
、
庚
寅

日
録
）
、
節
用
集
（
庚
寅
日
録
）

八
lOV
小
波
が
『
八
犬
伝
』
か
ら
借
用
し
た
の
は
「
太
」
「
路
上
」
、
「
忠
」
「
側
」
の
四

個
、
ま
た
「
獣
」
「
挫
」
「
方
便
」
は
直
接
『
節
用
集
』
か
ら
借
用
し
た
も
の
と

見
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
「
早
晩
」
「
白
地
」
に
つ
い
て
ほ
、
『
八
犬
伝
』
に
「
早
晩
」

い
さ
4
め

（
三
回
）
「
白
地
」
（
四
回
）
の
用
例
が
あ
る
の
で
、
小
波
が
『
節
用
集
』
『
八
犬

伝
』
の
い
ず
れ
に
倣
っ
た
と
も
断
言
で
き
な
い
。

八
ll>
「
進
」
「
臀
」
「
尋
常
」
に
限
っ
て
は
、
馬
琴
に
と
っ
て
、
中
世
以
降
通
行
の

ぉ

め

l
＼

が

ば

用
字
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
阿
容
々
々
」
は
擬
態
語
、
「
岸
破
」
は
擬
声
語
。

く
つ
き

八
12>
『
絵
本
西
遊
記
』
初
編
は
口
木
山
人
の
訳
（
文
化
三
年
刊
）
、
二
編
は
山
士
信
の

訳
（
文
政
十
年
刊
）
、
三
・
四
編
は
岳
亭
五
岳
の
訳
（
天
保
四
・
八
年
刊
）
。
口
木

山
人
・
山
士
信
・
岳
亭
五
岳
と
馬
琴
と
の
白
話
く
ら
べ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『
八

犬
伝
の
白
話
を
め
ぐ
っ
て
』
（
日
本
中
国
学
会
報
・
第
三
十
集
）
に
詳
し
い
。

八
13>
剪
灯
新
話
（
丁
亥
日
録
）
、
西
遊
記
（
戊
子
日
録
）
、
水
滸
伝
（
康
寅
日
録
）
。
西

廂
記
（
己
丑
日
録
）
、
紅
楼
夢
（
己
丑
日
録
、
庚
寅
日
録
）
。

^
1
4
>
「
斜
寝
」
「
無
神
狗
」
「
失
主
狗
」
の
三
個
の
白
話
は
『
八
犬
伝
』
そ
の
他
の
馬

A
文
献
＞

明
治
文
學
全
集

20
（
筑
摩
書
房
）

南
総
里
見
八
犬
偲
（
日
本
名
著
全
集
）

琴
の
読
本
に
用
例
を
見
な
い
の
で
、
小
波
が
小
説
類
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
ろ

う。
い
ろ
ね

^
1
5
>
「
阿
姐
」
（
八
•
五
十
回
）

さ
て
は

へ16>
「
原
来
」
（
八
・
ニ
回
）

た
だ
み
る

八
1
7
>
「
只
見
」
（
八
・
百
四
回
）

（
八
・
ニ
回
）
、
「
却
説
」
（
八
・
百
八
回
）

か
く
て

八
18>
「
却
説
」

あ
は
た
だ
し

八
19>
「
連
忙
」
（
弓
張
月
）

^
2
0
>
文
言
「
吾
」
の
複
数
形
は
「
吾
僭
」
「
吾
曹
」
（
こ
・
五
回
）
・
な
ど
で
表
わ
さ
れ

る。

八
21>
詳
し
く
は
拙
稿
『
八
犬
伝
の
白
話
を
め
ぐ
っ
て
』
（
前
掲
）

八
22>
「
身
鉢
」
（
八
・
百
六
十
七
回
）

八
23>
「
一
件
」
は
数
量
構
造
（
数
詞
・
量
詞
の
複
合
）
。
国
語
に
お
い
て
は
量
詞
（
助

数
詞
）
の
発
達
が
遅
れ
て
い
た
た
め
、

A
-
1
1
量
詞
＞
の
複
合
語
を
量
詞
に
か
か

わ
る
こ
と
な
く
、
「
ひ
と
つ
」
と
訓
む
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

一
片
、
一
口
、
一
枝
、
一
面
、
一
隻
、
一
頭
、
一
領
、
一
艘
、
一
匹
、
一
箇

を
『
日
本
害
紀
』
で
は
「
ヒ
ト
ッ
」
と
訓
み
、
『
八
犬
伝
』
に
も
「
一
箇
」
（
二
十

ひ
と
つ

一
回
）
、
「
一
顆
」
（
三
十
二
回
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

八
2
4
>
『
八
犬
伝
』
の
訓
は
「
憂
苦
」
（
＋
一
回
）
、
「
憂
苦
」
（
＋
九
回
）

八
25>
変
態
白
話
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『
八
犬
伝
の
変
態
白
話
』
（
国
文
神
戸
、

2
号）

に
詳
し
い
。

八
26>
白
話
「
只
見
」
を
「
と
み
れ
ば
」
と
訓
し
て
い
る
（
⑮
①
の
条
）
か
ら
、
こ
の

語
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
か
。
漢
語
「
只
在
」
を
「
と
あ
る
」
と
訓
す
る
の
は
無
理
。
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